
1957年のニューヨークは,高度経済成長期に入る前の日本から訪れた者にとって,正VC鴬ろ

きの連続であったO フィラデルフィアから北東VCのびる高速道路を走ってV,くと, らェうど夕方に

なった薄暗t̂空に,満鑑飾のマン- ッタンの灯が,あたかも山のように迫 ってくるのであったO必

ず しも新 しいものばかりではをLJlニューヨ-クのマン-ッタンではあったが,石 と煉瓦と鉄 とコン

ク リー トで固めたその都市景観は,ひ弱を感じの強V,日本の都市を見慣れた目には,きわめてどっ

しりとしたものとして映った｡アメリカの地方都市 と比べれば,人々の態度はぎすぎすとし,親切

心にも欠けている上うであったが,それでも豊かさの象徴 としてのニ>- ヨークの存在は,しっか

りと脳裏vc刻みこずれたo

l972年夏Oク リスマスのころと違 って夏の蒸し暑い日であった. 15年前と比べると,超高

層 ビルの数は大L̂VC増えてL̂ るOだが,未だに完成したものとしては,1931年vcできたエンパ

イアステー トビルが最高であった.南部vc11O階の世界貿易センター ビルが完=間近かの数を突

出させてはV,たが,15年間に,ニューヨークは景観的に大 きな質的な変化をとげたとは思われな

かったo もちろん,よく見ると,地味ではあるが非常に立派なガラス張 りの数十階の超近代建築が

林立 しており,東京とは比戟vc怒らをhほ ど高層化が定着 していることも事実であるがo

昼間のタイムズスクエア. それは,昔のあせ9きれいでなLn姿を未だVC保持 していた｡夕方VCな

ると,人通 りははるかに増えるOそれにもましてものすごいのは,真夜中である. ラ,シュアワー

を思わせるほどの人出で,しかも黒人が半分あるVlは半分以上を占めてV'るO黒人たらは,白人以

上に派手を服装を し,表情が豊かで,そして大手を振 って歩いてLlる.

ニュー ヨークの五番衝07メ1)カー,あるhは世界一の高級商店街である｡アフ リカンル ックの

ニ ュー フ丁,ショソをした黒人女性と, どうしてああもすらっとしてhるのかと思えるほどのす ら

っとした一分のす さも夜LJl黒人紳士が歩hてVlる｡道ゆ く人はちらららっと振 り返って見るO

そ うtJlえば,アメ7)カの街の生活で最も大 きな変化は,黒人の台東のようである. ワシン トンで

ち-.i-オー 7)ソズでも,一流ホテルにかびた ゞLh数の黒人が泊ってhたOアメ リカは急速に変

りつつあるのだO

京 都

内 藤 博 夫

10月下旬, 5年ぶ Dで京都 を訪れたOそれ までに3回京都を訪れる機会があったが,その うち
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の2回は中学 ･高夜の修学旅行であD,記憶はすでVC薄れかけてhる. 今回は多少 くわしく見て回

ることにしたO

市内を歩いてみて神経が疲れることに気がついた｡初めは身体の調子の影響かとも思 ったが,ど

うやら市横地景観のためのようだったo京都では目抜 き通 旦川こも瓦葺 きの木造家屋が堂々と店をか

まえてV,る.東京をどではあせり見られ覆い光景である.ビノレが建 ち雑踏の程度も東京並みの京都

の商店街に,依然 として伝統的な木造建築が存在 していることは,1種の駕 さであった. こうした

和洋混在状態を調和的とみるか不調和をものとみるかば意見の分かれるところであろうO京都vcを

じむ機会が少夜かった私夜どは,在れる菅で時間がかかったのであるが,京都市民にとってはある

がせせの京都が自然を姿と映るに らが山をho 日本人の心のふるさとともいうべき京都の市街地か

ら,機能上の理由で伝統的建築物が将来撤去されるとしたらやはりさびしいことだと思 う｡

泊った旅館は鴨川の支流白川のほとり,砥園の料亭街の中にあった.周囲には京情緒に富んだ木

造建築が多 く, 100年以上経過 した建物が多いというO そのためこの白川沿いの地域は今年にな

って特別保存地区に指定されたそ うであるO

砥園の料亭を市民はお茶屋さんとLnうO この茶屋の規模は外見とはだいぶ違 うようだO間口が7

- 8mでも,奥行きが 80- 90mもあるものがある. しかも建物 と建物とは密接 していて敷地一

杯に建てられてVlる｡料亭街にも一般の住宅が存在するが,住民は道路に対 してたて長の長屋vc住

んでV,て,大変を過密状態である. もっとも茶屋の中には中庭をもってL̂るものもあるが｡ こうし

た地区で火災が発生 したらどうなるのだろうか｡手のほ どこしょうが覆いのではあるせいかO旅館

のおかみもその上うに言ってVlたO防火上,都市再開発によってこの過密状態を是正でき夜hもの

かとも考えてみた｡だが,歴史的景観地区を再開発することはきわめて困難である｡この過密は歴

史の蓄積の結果であるからだOつまり過密現象自体が歴史的景観の自己表現なのである.しかも一

般的にいって都市計画VC再開発を盛込むことは住民の抵抗などがあって種々の困難を伴 うために,

都市計画は今後起 りうべき事態に関する規制を定めることで終 bが らであるO結局,個人個人の自

覚で防火につとめる以外に当面は方法がなV,ようであるO

旅館の窓からは東山の峯々がよく見えた｡その麓には知恩院の山門と本堂があった.その日は清

水寺を訪ねてみたoそこでは寺と背後の山の稜線 と樹林とが見事な調和の世界を作っていたO清水

a)舞台は:周囲の自然 との調和をはかるためVCわざわざ作られたものではなかろうかしとさえ思われた.

よく知られているエうに京都は盆地VCあるo盆地を臨む山々は京都の風情を構成する不可欠の要素

である｡

昔の人もこのことをよく承知していたのであろう.市街地のはずれの山麓にある寺院では,地形
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と樹林 とが景観 の要素としてた くみほとりV>れ られてtJlるO こうして自然 との融合をはかってきた

昔の人の心の豊かさに,あらためて感服させられたo私たらの心をも豊かにして くれ るこうした文

化遺産の保存には,十分な対策が施されなければなら覆いと思った.

指 輪 の 話

月 山 久 子

私の手は女にしてはずい分大 きh.てrJひらが大 きvl上に指が長いので,手袋を買 う時t̂つも苦
■●●●

労する.その指も太 くてゴツゴツしていて白魚には程遠 く,せいぜV,わかさぎ位である.昔読んだ

小説に,ある地方では手の大 きい女は働き者であるが同時に生れが頗 しいとされてV,るので,主人

公の娘が自分の大 きな手を蓑じて,人前に出るときLlつもか くしている,とLJlうのがあった｡私は

別に手の大 きなのを蓑か しいと思ったことはないが,宝石で飾 るにはふさわ しくない手だとい う思

いが,少女のころか らかなり長い間心を支配 していたOそれで結婚 してからも所謂カマポコ指輪 し

か用いなかったが,ある時アフリカからのお土産にトパーズを頂hたので大決心の末指輪に加工 し

て貰ったOその細工が大変気に入ったのと,指輪が似合うとは められたのK気をよくして愛用 して

V,る中に,変化を求めて更にい くつかを手に入れ,かわるがわる使 っていた. しかし数年前にブラ

ッドス トーンの指輪を買ってからは,ほとん ど一辺倒になってしせって,縫線に朱色lJ,｣､旗rL)ある

この半貴石の指輪を手離すことがで きないOそれは石が気に入っていることの他に,誕生石である

からかもしれ夜ho

花に花言葉がある上うに宝石には石言葉があり,また宝石にまつわる伝統も多いことから特殊な

宝石を12ケ月にわ bあてたのが誕生石で,その起源は1世紀にさかのぼると云われているO しか

し実際に使用されたのは18世紀頃からのようで, ところによって多少の相違があったOそこで,

1912年カソサスシティで開かれた宝石組合の大会の席上,その統一が申しあわされたとvlう.

この決定に基づvlた久米氏の説と,地学教育辞典の柴田氏の説を掲げ るが,6月以外 vj:概ね共通 し

ているO

久 米 氏

1月 柘描石

2月 紫水晶

柴 田 氏

ざくろ石

紫水晶
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